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  議  事  録 

１ 日時 

  令和２年１０月８日（木） 

  午後１時３０分～午後２時３０分 

 

２ 会場 

  和歌山市役所 １１階 教育委員室 

 

３ 出席者 

  【教育長及び委員】 

   教育長  富松 淳 

   委員   藤本 禎男 

 委員   森﨑 陽子 

委員   波床 昌則 

委員   打田 雅子 

  【事務局職員】 

教育局長     津守 和宏       教育学習部長   坂下 雅朗 

学校教育部長   東  康修       教育政策課長   天野 忠和 

生涯学習課長   松下 行男       青少年課長    楠山 耕司  

学校教育課長   古田 清和       教職員課長    竹内 伸之 

保健給食管理課長 福井 博之       学校教育課専門教育監   岩本 信哉 

文化振興課事務主査 大木 要       教育政策課総務政策班長 楠本 佳章 

   教育政策課事務副主査 若林 拓也 

 

４ 開会宣示 

  富松教育長が、開会を宣示。 

 

５ 議事録 

  ９月の定例教育委員会及び臨時教育委員会の議事録を承認。 

 

６ 署名委員指名 

  署名委員に藤本委員を指名。 

 

７ 教育委員再任の報告及び教育長職務代行者の指名 

富松教育長 

まず初めに、令和２年９月３０日で任期満了となりました藤本委員の再任について、去る令

和２年６月定例市議会で同意を得て、引き続き市長から教育委員として任命されましたので、
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ご報告します。 

また、藤本委員には、引き続き、教育長職務代行者をお願いしたいと思いますので、よろし

くお願いします。 

～ 藤本委員 挨拶 ～ 

 

８ 報告及び議案 

富松教育長 

 本日は、報告が２件、議案が２議案となっています。報告第１１号、議案第３４号及び議案

第３５号については、会議規則第５条第２号及び第６号に当たるもので、秘密会が適当だと思

いますが、いかがでしょうか。 

委員一同 

異議なし。 

富松教育長 

 異議なしと認め、報告第１１号、議案第３４号及び議案第３５号については、秘密会としま

す。 

 

報告第１０号  ９月定例市議会について 

富松教育長 

それでは、まず初めに、報告第１０号「９月定例市議会について」説明をお願いします。 

坂下教育学習部長 

それでは、報告第１０号「９月定例市議会」について、概要を報告させていただきます。 

  市議会は、令和２年９月１１日に開会し、１０月１日に閉会しました。今回は、一般質問の

期間が４日間あり、１２人の議員が質問されましたが、そのうち３人の議員から、教育委員会

に対し「学校図書館について」、「学校給食について」、「公金の不適正な支出について」質

問がありました。 

一般質問の内容及び市長、教育長、教育局長の答弁については、前もって資料として送付さ

せていただいておりますので、ここでの説明は省略させていただきます。 

経済文教委員会につきましては、９月２５日に教育委員会の審査が行われ、議案として令和

２年度和歌山市一般会計補正予算について審議いただきました。 

令和２年度和歌山市一般会計補正予算案の内容は、「情報教育ネットワーク設備整備事業」

「教育相談活動事業」「小学校給食施設整備事業」「学校運営事業」「人権教育・啓発の推進

事業」「子ども会育成事業」「放課後児童健全育成事業」「図書館管理運営事業」「学校体育

事業」に係る予算の補正及び「小学校給食民間委託」に係る債務負担の変更です。 

また、報告事案は２件で、「太陽光発電設備設置に係る屋内運動場屋根貸し事業について」、

令和２年度附属機関の会議開催の報告として、第１回中央公民館運営審議会、社会教育委員第

１回定例会議の報告をしました。 

審議の結果、補正予算案は可決、報告は了承されました。 
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以上が、９月定例市議会の概要です。 

富松教育長 

この件について、何かご質問はございませんか。 

 波床委員 

特に学校図書館の学校司書について随分質問に上がっていると思うんですけども、ちょっと

関連することで申し上げたいのが、これまで来年度の中学校での教科書選定時点で、我々いろ

いろ議論させていただいて、決まってきています。 

その中で、英語の科目ですが、教科書の選定も大事なんですけども、やはり、生徒さんたち

が、英語の本、資料に触れる機会を図書館で整備をするということが非常に大事に私は思って

おりまして、本当に絵本でもいいですし、あるいは漫画でもいいです。そういったものを、工

夫して学校図書を充実させるという方向性、こういったものを今後整備いただければなという

意見を持っております。 

なにぶん日本の英語教育が、板についてこないのは、一つはやはり英語に触れる機会がどう

しても学校の授業、それから、塾に通っている人は塾での勉強、その程度のことに留まってし

まっているからだと私は思うんです。やっぱり、日常的に学校図書館へ行ったときに、手にと

るようなものがあって、それでちょっと見てみたら「面白かったよ」みたいな、そんな触れ合

い方も大事だと思いますので、そういった方向の整備をこれから検討していただければなと、

教育委員としては思います。以上です。 

坂下教育学習部長 

市民図書館の蔵書の中に英語の洋書というのは、まだ現在割合少ない状態です。日本語のも

のが多いということですが、今の波床委員のご意見を参考に、今後選書のときにそういう書籍

を検討していきたいと思います。 

富松教育長 

小学校から英語を教科という形になっていく上で、今後いろんな形で身近に使えることはい

いことなので、研究、検討させていただきます。 

藤本委員 

  ３２ページの給食の件ですけども、最終的に市長が「具体的な方法や財源の確保を調整した

上で、全員給食を導入してまいります」とお答えになられたということを考えれば、全員給食

が始まるんだなと思いました。方法はこれから考えていってくださると思うんですが、今の時

点でどんな方法を考えられているのか聞かせていただければありがたいと思います。 

福井保健給食管理課長 

先日の議会の答弁で、市長のほうから全員給食に向けて、まず財源の確保の調整のうえ全員

給食を導入してまいりますとの答弁がございました。方法としてはいろんなパターンがあると

思います。実際のところどういう形で全員給食を実施していくという、決まったものはまだあ

りません。やはり、これから全員給食を始めるとずっと続いていくわけですから、どの方法が

一番効率が良いのか、どの方法が一番早く進められるのか、例えば他の都市であればセンター

方式と言いまして、大きな給食センターを造って、そこから全ての学校に配送している方式も
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ありますし、民間に委託している方式もあります。あとは親子方式、小学校で余剰が出てきて

いるところを中学校に運ぶという方式もあります。それらの組み合わせもあると思うんですが、

その辺をこれから一番効率の良い方法で、早期に実現できる方法を考えていきたいと考えてお

ります。 

藤本委員 

ありがとうございます。 

富松教育長 

お金うんぬんは当然あるんですけど、食育の面が大きいと思います。今までだったら、最初

の状況が貧困対策からきていると思いますが、今はそうではなくて子供たちの栄養ですね、そ

こがすごく重要視されているんで、学校給食法とか食育基本法とか、そういう中に食育のこと

が結構載っておりまして、指導要領の中でもその辺のことが書かれております。そういう意味

から今後こういう方向性を示しましたので、今課長が言いましたようになるべく早いうちに具

体性を持った形で進めていきたいなと考えております。 

他に、何かご質問はございませんか。よろしいですか。 

委員一同 

  はい。 

富松教育長 

 続いて、秘密会となりますが、秘密会に入る前に「その他」で何かありませんか。 

 

９ その他 

天野教育政策課長 

 次回の教育委員会定例会の日程について、報告をさせていただきます。次回教育委員会定例

会は令和２年１１月１２日（木）午後１時３０分から教育委員室で開催いたしますので、よろ

しくお願いいたします。 

富松教育長 

 他に何かございませんか。ないようですので、これより秘密会に入ります。 

 傍聴人は退室してください。 

 

１０ 非公開事案 

―以下『』部分については非公開とする― 

報告第１１号  令和３年度和歌山市立和歌山高等学校入学者選抜実施要項について 

『非公開』 

 

議案第３４号  令和２年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に関

する報告書（案）について 

『非公開』 
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議案第３５号  令和２年度和歌山市教育功労者表彰について 

『非公開』 


